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No．41日 本文学
今
云

｢論究日本文学」第66号付録1997.5

日
文
研
究
室
だ
よ
り

一
九
九
六
年

会
長
伴
利
昭

①
情
報
教
育
の
進
展
続
報

昨
年
の
ニ
ュ
ー
ス
恥
如
で
情
報
教
育

関
連
の
め
ざ
ま
し
い
最
近
の
動
き
を
紹

介
し
た
が
、
こ
れ
を
承
け
て
の
本
年
度

の
様
子
を
続
報
し
よ
う
‐

八
代
集
及
び
索
引
、
国
歌
大
観
及
び

索
引
が
す
で
に
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
化
さ
れ

た
こ
と
は
ご
承
知
で
あ
ろ
う
，
広
辞
苑

を
は
じ
め
と
す
る
辞
書
類
も
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ

Ｏ
Ｍ
化
さ
れ
て
い
る
し
、
小
学
館
の
日

本
国
語
大
辞
典
の
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
化
も

進
ん
で
い
る
と
聞
く
．
作
品
類
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
も
い
ろ
ん
な
方
面
で
進
め

必
要
の
も
の
を
探
し
出
す
の
は
パ
ソ
コ

ン
の
最
も
得
手
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
文

学
研
究
の
あ
り
よ
う
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
つ
つ
あ
る
。
た
ｇ
、
こ
れ
ら
を

使
う
た
め
の
端
末
が
今
ま
で
な
か
っ
た

大
学
設
置
の
オ
ー
プ
ン
パ
ソ
コ
ン
ル
ー

ム
で
は
設
定
さ
れ
て
い
る
ソ
フ
ト
以
外

は
使
え
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
要
求
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

る
が
、
今
年
度
に
な
っ
て
各
専
攻
用
の

パ
ソ
コ
ン
と
ス
キ
ャ
ナ
ー
と
が
専
攻
共

研
に
配
備
さ
れ
た
．
電
子
メ
ー
ル
を
利

用
し
て
レ
ポ
ー
ト
や
課
題
の
応
答
の
で

き
る
学
生
は
大
ざ
っ
ぱ
の
印
象
で
約
半

数
に
達
す
る
。
学
内
通
信
シ
ス
テ
ム
・

ア
ト
ゾ
ン
内
の
講
義
課
目
会
議
室
は
日

文
関
連
だ
け
で
７
つ
も
開
か
れ
て
い
て
、

教
室
内
を
中
心
と
し
た
今
ま
で
の
授
業

形
態
が
少
し
ず
つ
様
変
わ
り
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
情
報
教
育
の
流
れ
は
徐
々

に
動
き
出
し
て
い
る

②
新
し
い
助
手
・
Ｔ
Ａ
制
度

大
学
紛
争
の
あ
お
り
で
、
社
会
・
人

文
系
の
助
手
が
廃
止
さ
れ
て
久
し
い
が
、

昨
年
新
し
い
助
手
制
度
・
Ｔ
Ａ
（
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
と
な
っ
て

復
活
し
た
。
本
年
度
は
助
手
４
名
・
Ｔ

Ａ
２
名
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
大
学
院

後
期
課
程
の
学
生
が
兼
務
し
て
い
る
，

一
年
契
約
（
更
新
も
あ
る
）
で
、
勉
学

・
研
究
へ
の
支
障
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
，
奨
学

援
助
的
な
一
面
も
あ
る
た
め
、
か
っ
て

の
助
手
の
よ
う
に
奮
迅
の
活
躍
は
望
め

な
い
が
、
教
員
と
学
生
と
の
間
に
あ
っ

て
、
教
育
・
研
究
・
学
生
相
談
等
幅
広

い
面
に
わ
た
る
潤
滑
油
と
し
て
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

③
福
田
晃
教
授
、
特
任
教
授
．
、
名
誉
教

授
に
就
任

福
田
先
生
は
一
九
七
一
年
に
本
学
に

着
任
さ
れ
た
が
、
大
学
紛
争
の
嵐
の
あ

と
で
転
出
や
退
職
の
た
め
に
一
変
し
た

教
育
体
制
を
立
て
直
す
た
め
の
期
待
を

担
っ
て
の
着
任
で
あ
っ
た
と
聞
く
．
爾

来
二
十
六
年
、
見
事
に
そ
の
責
を
果
た

し
て
こ
ら
れ
た
．
大
学
院
前
後
期
課
程

を
整
備
さ
れ
、
課
程
博
士
の
レ
ー
ル
も

敷
い
て
、
新
し
い
学
徒
の
誕
生
を
支
え

ら
れ
た
。
何
に
も
ま
し
て
、
御
自
身
の

彪
大
な
業
績
に
よ
っ
て
専
攻
を
引
張
り

切
瑳
し
て
、
立
命
館
の
新
た
な
日
文
専

攻
像
を
築
か
れ
た
功
績
は
大
き
い
。
文



I 献
の
実
証
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
世

界
の
あ
る
こ
と
を
、
伝
承
や
民
俗
を
通

し
て
示
し
て
見
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
先

生
の
心
髄
が
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
、
実

証
に
こ
だ
わ
り
、
む
し
ろ
そ
の
徹
底
を

説
か
れ
て
学
生
に
福
田
学
の
真
骨
頂
を

植
え
つ
け
ら
れ
た
、
留
ま
る
と
こ
ろ
を

し
ら
ぬ
先
生
の
意
欲
は
、
周
囲
を
学
論

の
場
に
変
じ
て
、
耳
学
問
の
場
と
せ
ら

れ
る
の
も
常
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
と

う
と
う
こ
の
三
月
、
定
年
を
迎
え
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
あ
と
五
年
間
、

特
任
教
授
と
し
て
専
攻
教
学
に
力
を
お

か
し
下
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

一
つ
の
節
と
し
て
会
員
諸
氏
に
御
報
告

す
る
含
先
生
の
功
績
と
学
恩
に
謝
す
る

た
め
に
、
こ
の
あ
と
「
立
命
節
文
学
」

の
特
集
号
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

詳
し
く
圧
式
の
も
の
は
こ
れ
に
ゆ
ず
る

こ
と
と
す
る
ゞ

＊＊＊＊＊＊**＊******＊＊*＊＊＊＊汁

第
四
十
回
大
会

日
時
一
九
九
六
年
六
月
九
日
（
日
）

午
前
－
０
時
よ
り

場
所
立
命
館
大
学
末
川
記
念
会
館
第
１
ホ
ー
ル

一
研
究
発
表
午
前
一
○
時
～
十
二
時

①
山
辺
赤
人
「
望
二
不
議
山
｝
歌
」
論
宇
津
野
由
紀
香

②
近
世
能
楽
と
庶
民

ｌ
う
た
い
文
化
享
受
の
流
れ
ｌ

吉
村
い
く
み

③
李
良
枝
作
家
論
金
敬
子

午
後
一
時
～
三
時
二
十
分

④
能
「
逢
坂
物
狂
能
」
考

ｌ
「
物
狂
と
は
何
か
」
に
関
わ
っ
て
１

戸
城
三
千
代

⑤
物
語
絵
巻
の
詞
章
と
絵
三
浦
俊
介

⑥
物
語
の
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー

ｌ
谷
崎
・
芥
川
「
小
説
の
筋
」
論
争
ｌ

中
川
成
美

二
講
演
午
後
三
時
三
十
分
～
川
時
三
十
分

『
続
日
本
記
』
歌
謡
の
表
現
宮
岡
薫

三
総
会

会
長
の
挨
拶
の
後
、
一
九
九
五
年
度
活
動
報
告

・
会
計
報
告
（
別
項
Ｉ
）
及
び
監
査
報
告
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
議
事
に
移
り
、
一
九
九
六

年
度
活
動
計
画
と
予
算
案
（
別
項
Ⅱ
）
の
説
明
が

あ
り
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
役
員
の
改
選
も

行
わ
れ
た
（
別
項
Ⅲ
）
．
さ
ら
に
会
則
第
五
条
の

変
更
案
が
提
案
さ
れ
（
別
項
Ⅳ
）
、
承
認
さ
れ
た
§

大
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
お
こ
な
っ
た
《

〈
別
項
Ｉ
〉
会
計
決
算
報
告
二
九
九
五
年
度
）

収
入
予
算
決
算

繰
越
金
一
勘
三
さ
差
一
罰
二
当
藍

会
費
言
会
三
三
一
二
要
塞
蓬

補
助
金
会
三
・
三
三
彙
三
．
三
三

雑
収
入
ｇ
二
三
こ
」
三
利
息
他

懇
親
会
費
別

計
脾
望
二
蜀
筐
醇
舅
鰐
雪
罰

支
出
予
算
決
算

事
業
費
鼠
二
三
三
壹
塞
↑
司
一論
究
印
刷
費
他

通
信
費
一
二
ゞ
三
三
缶
．
亨
墓

事
務
費
き
ち
二
罵
当
二

二
。
一
）
〕
ぜ
蒔
勤
一
今
一
色
つ
峠
罰
字
卓
尹
由
今

雑
支
出
ｇ
二
二
匪
苧
ご
懇
親
会
費
別

二


